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い
ず
れ
新
宿
の
超
高
層
ビ
ル
群
の
解
体
も
始
ま
る
か

も
し
れ
な
い
が
、
経
済
合
理
性
だ
け
を
追
求
し
続
け
る

都
市
づ
く
り
は
再
考
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
だ
ろ
う
。

な
ぜ
な
ら
新
た
な
「
建
築
文
化
」
を
育
む
た
め
に
は
、

過
去
の
遺
産
と
し
て
歴
史
的
建
造
物
を
保
存
す
る
だ
け

で
な
く
、
現
役
で
活
躍
す
る
建
築
を
新
た
な
時
代
の
要

請
に
合
わ
せ
な
が
ら
使
い
続
け
る
と
い
う
積
極
的
な

「
動
態
保
存
」
が
重
要
だ
か
ら
だ
。

　

一
昨
年
十
月
初
旬
、
伊
勢
神
宮
の
式
年
遷
宮
の
ク
ラ

イ
マ
ッ
ク
ス
で
あ
る
「
遷
御
の
儀
」
が
行
わ
れ
た
。
第

一
回
遷
宮
が
行
わ
れ
た
の
は
六
九
〇
年
で
、
今
回
は
六 

二
回
目
と
な
る
。
今
回
の
遷
宮
の
た
め
の
一
連
の
行
事

は
平
成
十
七
年
に
始
ま
り
、
内
宮
と
外
宮
の
正
殿
の
建

て
替
え
の
他
に
、
神
宝
や
装
束
な
ど
日
用
調
度
品
も
全

て
新
調
さ
れ
、
五
五
〇
億
円
以
上
の
費
用
を
要
し
た
と

い
う
。
こ
う
し
て
伊
勢
神
宮
で
は
、
戦
国
時
代
に
一
時

中
断
し
た
も
の
の
、
一
三
〇
〇
年
以
上
に
わ
た
り
、
古

の
建
築
様
式
を
は
じ
め
と
し
た
伝
統
・
文
化
を
正
確
に

今
日
に
伝
承
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

二
〇
年
毎
に
行
わ
れ
る
遷
宮
だ
が
、
な
ぜ
、
二
〇
年

毎
な
の
だ
ろ
う
。
伊
勢
神
宮
の
式
年
遷
宮
広
報
本
部
の

公
式
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
に
は
、『
定
説
は
な
い
が
、
二
〇
年

は
人
生
の
ひ
と
つ
の
区
切
り
で
あ
り
、
技
術
を
伝
承
す

式
年
遷
宮
と
建
築
文
化

テ
ル
赤
坂
も
す
で
に
姿
を
消
し
た
。
丹
下
健
三
氏
の
設

計
で
一
九
八
三
年
に
竣
工
し
た
が
、
わ
ず
か
三
〇
年
で

の
建
て
替
え
で
あ
る
。

　

近
年
で
は
大
手
金
融
機
関
が
合
併
し
、
本
社
統
合
に

よ
る
本
店
ビ
ル
の
解
体
も
み
ら
れ
る
。
一
九
七
三
年
に

竣
工
し
た
東
京
・
大
手
町
の
旧
三
和
銀
行
東
京
ビ
ル
は

解
体
さ
れ
、
内
幸
町
の
旧
長
銀
本
店
ビ
ル
は
一
九
九
三

年
竣
工
だ
が
、近
々
建
て
替
え
ら
れ
る
予
定
だ
。い
ず
れ

も
建
築
界
で
は
有
名
な
超
高
層
オ
フ
ィ
ス
ビ
ル
だ
っ
た
。

　

日
本
の
超
高
層
ビ
ル
の
歴
史
は
ま
だ
浅
く
、
第
一
号

は
一
九
六
八
年
に
竣
工
し
た
霞
が
関
ビ
ル
で
、
近
年
大

規
模
な
改
修
工
事
が
行
わ
れ
て
い
る
。
一
方
、
ニ
ュ
ー

ヨ
ー
ク
・
マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
に
は
数
多
く
の
超
高
層
ビ
ル

る
合
理
的
な
年
数
』
と
記
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、『
式
年

遷
宮
は
建
築
物
の
朽
損
が
理
由
で
は
な
い
』
と
も
書
か

れ
て
い
る
。
何
故
な
ら
、
木
造
建
築
で
あ
っ
て
も
法
隆

寺
の
よ
う
に
千
数
百
年
の
風
雪
に
耐
え
る
こ
と
が
可
能

だ
か
ら
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
神
宮
の
「
唯
一
神
明
造
り
」

は
、
二
〇
年
毎
に
造
り
替
え
る
こ
と
で
、
神
道
の
精
神

の
永
遠
性
を
目
指
し
た
も
の
な
の
だ
ろ
う
。

　

伊
勢
神
宮
の
正
殿
の
敷
地
は
、
東
側
が
「
米
座
」、
西

側
が
「
金
座
」
と
呼
ば
れ
る
。
昔
か
ら
正
殿
が
「
米
座
」

に
あ
る
と
き
は
平
和
で
心
豊
か
な
「
精
神
の
時
代
」、

「
金
座
」
に
あ
る
と
き
は
波
乱
、
激
動
の
「
経
済
の
時

代
」
に
な
る
と
言
い
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
経
済
の
循
環

が
式
年
遷
宮
と
同
調
す
る
と
は
限
ら
な
い
が
、
今
後
は

「
金
座
」
へ
の
遷
宮
を
機
に
、
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
や
消
費
税

増
税
な
ど
激
動
の
「
経
済
の
時
代
」
に
な
る
と
予
測
す

る
エ
コ
ノ
ミ
ス
ト
も
い
る
。

　

こ
れ
か
ら
神
さ
ま
が
「
金
座
」
に
い
る
二
〇
年
間
は

経
済
の
活
性
化
が
大
い
に
期
待
さ
れ
る
。
二
〇
二
〇
年

の
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
向
け
て
、
国
立
競
技
場
の
建

て
替
え
を
は
じ
め
、
東
京
で
は
大
規
模
な
建
築
工
事
が

続
く
だ
ろ
う
。
ま
た
、
築
後
十
数
年
に
過
ぎ
な
い
超
高

層
ビ
ル
の
建
て
替
え
計
画
も
あ
り
、
同
一
敷
地
で
、
よ

り
高
度
な
技
術
を
駆
使
し
、
時
代
の
先
端
を
行
く
大
規

建
築
文
化
を
つ
く
る
と
い
う「
矜
持
」

が
林
立
す
る
が
、
ク
ラ
イ
ス
ラ
ー
ビ
ル
（
一
九
三
〇
年

竣
工
）、
エ
ン
パ
イ
ア
ス
テ
ー
ト
ビ
ル
（
一
九
三
一
年
竣

工
）、
ロ
ッ
ク
フ
ェ
ラ
ー
セ
ン
タ
ー
Ｇ
Ｅ
ビ
ル
（
一
九
三 

三
年
竣
工
）、
旧
パ
ン
ナ
ム
ビ
ル
（
一
九
六
三
年
竣
工
）

な
ど
五
〇
年
以
上
経
過
す
る
超
高
層
ビ
ル
は
少
な
く
な

い
。

　

日
本
の
超
高
層
ビ
ル
は
な
ぜ
短
命
な
の
だ
ろ
う
。
東

日
本
大
震
災
以
降
、
超
高
層
ビ
ル
の
耐
震
性
や
防
災
機

能
の
向
上
が
求
め
ら
れ
、
急
速
に
進
む
Ｉ
Ｔ
化
な
ど
機

能
面
で
の
陳
腐
化
は
想
像
で
き
る
が
、
そ
れ
ら
は
技
術

的
に
対
応
が
可
能
だ
。
し
か
し
、
日
本
の
都
市
は
い
つ

も
経
済
効
率
性
を
最
優
先
し
、
ス
ク
ラ
ッ
プ
＆
ビ
ル
ド

を
繰
り
返
し
て
き
た
。

模
な
建
築
物
に
建
て
替
え
ら
れ
て
い
く
。
単
に
経
済
合

理
性
に
基
づ
い
て
行
わ
れ
る
超
高
層
ビ
ル
の
建
て
替
え

と
「
遷
宮
」
と
の
違
い
は
、
そ
こ
に
先
人
の
培
っ
た
「
建

築
文
化
」
を
継
承
す
る
強
い
意
思
が
あ
る
の
か
ど
う
か

で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　

式
年
遷
宮
は
建
築
物
を
建
て
替
え
る
経
済
活
動
で
は

な
く
、「
建
築
文
化
」
を
伝
え
る
ひ
と
つ
の
優
れ
た
知
恵

で
あ
る
。
二
〇
年
後
に
行
わ
れ
る
次
の
式
年
遷
宮
で
は
、

日
本
は
超
高
齢
社
会
を
迎
え
て
お
り
、
そ
れ
ま
で
に
財

政
再
建
を
果
た
し
、
持
続
可
能
な
社
会
保
障
制
度
を
再

構
築
し
、
誰
も
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
社
会
づ
く
り
を

目
指
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
次
に
神
さ
ま
が
「
米
座
」

に
遷
御
す
る
時
、
豊
か
な
「
精
神
の
時
代
」
を
迎
え
る

た
め
に
は
、「
金
座
」
の
「
経
済
の
時
代
」
こ
そ
、
豊
か

な
「
建
築
文
化
」
を
育
む
こ
と
を
忘
れ
て
は
な
ら
な
い

の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　

歴
史
と
文
化
は
「
現
在
」
の
集
積
の
結
果
で
あ
り
、

そ
れ
を
育
て
よ
う
と
す
る
気
概
が
な
い
と
こ
ろ
に
「
建

築
文
化
」
は
育
た
な
い
。
伊
勢
神
宮
は
二
〇
年
に
一
度

の
「
遷
宮
」
と
い
う
建
築
を
解
体
す
る
こ
と
で
文
化
を

伝
承
し
て
い
る
。
建
築
の
解
体
が
「
建
築
文
化
」
の
解

体
で
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
。
建
築
に
携
わ
る
者
は
、「
遷

宮
」
に
み
ら
れ
る
よ
う
な
、
過
去
か
ら
営
々
と
続
く
素

晴
ら
し
い
「
建
築
文
化
」
を
つ
く
る
と
い
う
「
矜
持
」

を
失
っ
て
は
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。

　

私
が
建
築
学
科
の
学
生
だ
っ
た
頃
、「
建
築
生
産
論
」

と
い
う
講
座
が
あ
っ
た
。
そ
の
中
で
、「
こ
れ
か
ら
は
建

築
を
つ
く
る
技
術
と
と
も
に
、
解
体
す
る
技
術
に
関
す

る
研
究
が
重
要
に
な
る
」
と
教
わ
っ
た
。
し
か
し
、『
建

築
は
凍
れ
る
音
楽
で
あ
る
』
と
い
う
言
葉
が
あ
る
よ
う

に
、
建
築
の
永
遠
性
に
魅
了
さ
れ
て
建
築
学
科
を
選
ん

だ
当
時
の
私
に
は
、
そ
れ
は
少
な
か
ら
ず
衝
撃
だ
っ
た

こ
と
を
覚
え
て
い
る
。

　

こ
れ
ま
で
も
多
く
の
建
築
が
解
体
さ
れ
て
き
た
。
最

近
で
は
超
高
層
ビ
ル
の
解
体
も
珍
し
く
な
い
。
多
く
の

人
の
記
憶
に
刻
ま
れ
た
東
京
の
グ
ラ
ン
ド
プ
リ
ン
ス
ホ

解
体
さ
れ
る
超
高
層
ビ
ル

超
高
層
ビ
ル
と
建
築
文
化
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